
客観的データを通して、今後具体的な対策を講じていくためには、社内にある無数の過去のデータの有効活用が必須と考えております。

昨今言われていますビッグデータの有効活用です。

企業は現場システムを発生源とみなし、現場システムデータを活用することで（切り込んで）、どういう問題点があるかを現実的に明確化することが

必要と考えます。

出力対象

配車データ 入金データ

運転日報データ 支払データ

車両経費データ 各種帳表でのデータ →請求書明細データ､請求一覧データ､得意先売上データ､車両収支データ、

車両稼働データ 乗務員売上データ､傭車先データなど

出力条件

期間（自～至）

得意先

傭車先

車両

乗務員

など

EXCELでの処理

必要な分析資料等を作成する　→グラフで表現

各種データの出力

各種データ

出力条件指定

EXCELデータ


